
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

● 近隣の中学校生徒が来校し、６年生児童を対象に講師となって、

心肺蘇生法（AED 使用法を含む）を伝達した。 

● 市内消防署職員も指導に加わり、訓練用の人形や AED を用いて

実践的な講習を行った。 

● 小中連携の視点から、講習を通して中学生はリーダーシップを、

小学生はフォロワーシップを学ぶ場となった。 

 
 ● いざというときに勇気を出して人を助けたいと改めて思った。ド

キドキすると思うけれど学んだことを生かしたい。 

● 心臓マッサージの仕方や AED の使い方を詳しく知れてよかった。 

  マッサージをやめないことが大切だと分かった。 

● 中学生の説明が分かりやすくてすごいなと思った。 

。 

 
 

平成 30年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

三郷市立丹後
た ん ご

小学校 

● 実践的な防災教育の一環として、自分の命を自分で守るだけで

なく、他者の命を守る術も学ぶことができた。 

● 中学生の知識や技術を直接学ぶことで、憧憬の気持ちをもち、

中学校進学への期待と希望をもつことができた。 

 

 

６年生 

心肺蘇生法体験 


